
平成２７年度 第５回がまごおり協働まちづくり会議要旨 

 

日 時 平成２８年 ２月１６日（火）  

午後１時３０分～午後５時１５分 

場 所 蒲郡市役所新館５階庁議室    

１ 挨拶 

○ 和泉会長挨拶 

 

２ 議題  

（１） 平成２８年度蒲郡市市民企画公募まちづくり事業助成金について 

ア 相談状況ならびに申込状況について 

○ まちづくりセンターへの相談状況と助成金申込状況について事務局より報告 

   ・（申込状況）はじめの一歩部門：１件、ほとばしる情熱支援部門：５件 

   ・（相談状況）上記以外に、 

はじめの一歩部門：３件、ほとばしる情熱支援部門：５件 

○ 結論 

・助成金申込金額合計が助成金総額に達しなかったため追加募集を実施する。 

・追加募集は「はじめの一歩部門」のみとし、募集時期等については事務局一任。 

○ 委員意見等 

・申込は締め切り間際の駆け込みが多く、今回も直前２日間で５件の申込があった。 

・申込を増やすために、例えば「はじめの一歩部門」は“公益性”をはずしてもよ

いのでは。今後のフルモデルチェンジで検討されると良い。 

 イ 公開審査について 

  ○ 事務局から資料２について説明 

   ・公開審査会の開催内容について報告。 

○ 結論 

・日時：平成２８年２月２８日（日）１４時～、場所：愛知工科大学にて開催。委

員へ出席依頼。 

（２） 平成２９年度蒲郡市市民企画公募まちづくり事業助成金について 

  ○事務局から資料３について説明 

   ・フルモデルチェンジの今後の進め方とワーキングメンバーについて提案。 

  ○ 結論 

   ・５月頃にワーキングを立ち上げ、７月頃に集中審議により新たな制度設計を行う。

ただし、ワーキングはあくまで提案内容をまとめることが役割であり、最終決定

は本会議で協議して決める。 

   ・ワーキングメンバー７名。本会議委員２名（１名は和泉会長）、他助成金関係者３

名（ボランタイーネイバーズ 中尾氏、新城市自治振興事務所 田村氏、サポー

トちた 岡本氏（または市野氏））、まちづくりセンター 金子氏、蒲郡市企画部

長 

  ○ 委員意見等 



   ・募集時期があるので、タイミングによって申請できない場合がある。たとえば、

はじめの一歩は随時申込みを可能にしてはどうか。 

   ・３万円の備品の枠をはずせば応募は増えるのでは。 

   ・助成金は書類も多くハードルが高いと感じる。助成金にチャレンジするために勉

強会をしてはどうか。 

   ・助成金のフルモデルチェンジだが、基金の使い方として考えるべき。基金の運用

を外部に委託することも検討してはどうか。また、まちづくりに関わる人を掘り

起こすことも必要。 

（３）まちづくり賞について 

○ 事務局から資料４に基づき説明 

・蒲郡商店街振興組合からがまごおりまちづくり賞として「とうふねこ座 市川雅

子」氏の推薦があり、がまごおりまちづくり賞要綱第４条に基づき本会議で選考。 

○ 結論 

・がまごおりまちづくり賞「とうふねこ座 市川雅子」氏の推薦について承認。 

・表彰は蒲郡商店街振興組合が主催する「ごりやく市」（平成２８年３月２７日（日）

開催）にておこなう。 

（４） 平成２７年度協働モデル事業の状況について 

○ 石川委員・天野委員から進捗状況について報告 

・栄宝会・形原一区町内会合同で先進事例地区の視察会を平成２８年２月８日（月） 

に実施。 

・栄宝会は、公民館や集会場で月１回ペースで居場所活動を実施。また、４月から 

 天桂院で居場所を開設するにあたり、地元総代等を交えた運営協議会を立ち上げ 

 準備を進めている。 

・形原一区町内会は、３月に町内会総会で居場所に取り組む組織「まめだ会」の承 

認を諮り、町内に認められた組織として取り組む予定。現在、その準備にあたる。 

 

３ その他 

○ 情報交換会について 

・事務局より開催報告。 

○ 実績報告会について 

・事務局より開催案内。平成２８年４月２４日（日）蒲郡信用金庫にて開催。 

○ 天野委員挨拶 

・本日の会議をもって最後の出席となるため本人よりご挨拶。ただし、引き続き 

平成２８年度協働モデル事業の担い手でもあるため必要に応じて今後も会議に 

ご出席いただく。 

○ 東三河市民活動団体交流会について 

・事務局より開催案内。平成２８年３月５日（土）カリオンビルにて開催。 

 

欠席者 鈴木委員、小林栄委員数１１人中出席委員９人（会議成立） 


